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 発行所 

 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

家庭教育応援企業にお勤めの皆様には、日頃より本県の家庭教育の推進につき

まして、御協力いただき厚く御礼申し上げます。2月はインフルエンザの流行が

ピークを迎える時期です。外出後の手洗いやこまめな換気を心がけ、感染予防に

努めてまいりましょう。 

今回の通信では、応援企業の皆様の取組についてご紹介いたします。 
 

家庭教育応援企業の「取組事例」（活動報告）紹介！ 

 

 

企業の皆様には、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校行事への参加促進」「職場

見学・体験の実施」「地域行事への協力・支援」などの面から家庭教育を応援いただいております。 

今回は、大沼林産工業株式会社様の取組の様子をまとめた活動報告書を紹介します。 

～ 活動報告書の提出ありがとうございました ～ 
 

大沼林産工業株式会社（伊達市霊山） 

 令和８年１月１６日（金）に、伊達市のネウボラ推進課で行

っている出前講座「子育てのじゅずつなぎ」を活用し、企業内

学習会を行いました。伊達市の保健師からは「生活リズムのお

話」、公認心理師からは「こころを育てるお話」をしていただき

ました。 

 

子どもたちも一緒に、子育て中の従業員やその家族が参加し

ました。子どもも一緒に参加したことで、堅苦しくなく、アッ

トホームな雰囲気で学ぶことができました。 

 

  普段、子育てで困っていることを共有することができ、新米

パパやママも「自分の家庭だけじゃない」と安心することがで

きたようでした。また、従業員が家庭で頑張っている様子を知

ることができたのもいい機会となりました。 

 

これらからも、子育ての不安をママ・パパの交流の場(学び

の場)をつくることで楽しいもの、安心できるものにしたいと

考えています。 

 

（参加した新米ママの感想 ～一部抜粋） 

子どもが１歳半にもなると、感情や意思が作られはじめ、その時、自分はどう接していけばよいのか、

分からない場面も増えてきました。そんな中講座を聞きながら他の歳の近いお子さんを育てるママ、パパ

の声も一緒に聞けて、安心できる時間を過ごせました。 

※ 参加者９名（ママ２名、パパ３名） 
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家庭教育や子育ての悩みが解

消・軽減されることで、従業員が

安心して仕事に集中できる環境

が整います。 

同じ悩みを持つ同僚と知

識を共有し合うことで、子

育てを一人で抱え込まな

い「心理的安全」な職場風

土が醸成されます。 

家庭教育や育児支援に積極的

な姿勢は、「社員を大切にする

会社」としての評価を高め、優

秀な人材の確保や離職率の低

下に寄与します。 

子どもの健やかな成長は、将来の社

会や企業を担う人材の育成そのも

のです。企業が家庭教育を支援する

ことは、中長期的な社会貢献（CSR）

に繋がります。 

企業内学習会で「家庭教育」をテーマに扱うことは、従業員の幸福度を高めるだけでなく、組織

の生産性や持続可能性を向上させる上で非常に大きなメリットがあります。親子が共に学び、育ち

合う「家庭教育」を地域社会や学校、行政、企業等も力を合わせて応援しませんか？ 

家庭の悩みが軽減さ

れることで、従業員が

業務に集中でき、組織

全体のパフォーマン

スが改善します。 

Q：普段から心掛けていることはありますか。 

A：頑張っている従業員の皆さんに喜んでもら

いたいという気持ちで様々な取組を行っ

ています。月に１回の全体ミーティング

では、手料理をみんなで食べてコミュニ

ケーションを図っています。 

Q：従業員が参加しやすいように工夫し

たことはありますか？ 

A：従業員の奥さん（１５時まで仕事）

も一緒に参加できるように学習会は

１６時から開始にしました。また、

お子さんも一緒に参加してもらいま

した。 

Q：学習会を行ってよかったことを教えて

ください。 

A：従業員が朝の４時半に子どもに起こさ

れて遊んでいることなど、子育てに奮

闘している様子や、家での様子を知る

ことができてよかったです。 

今回取材させていただいた大沼林産工業株式会社様は、相手を思いやる温

かな気持ちが感じられる素敵な会社でした！詳しい様子は、公式インスタグ

ラムをぜひご覧ください。 

インスタグラムは

こちらから！ 
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家庭教育応援企業の取組を HP や企業通信等で広く

紹介し、効果的な取組等を共有することで家庭教育の

充実を目指していきたいと考えています。 

ぜひ、「企業推進活動報告書」にてお知らせください。 

福島県教育庁県北教育事務所 総務社会教育課 担当：伊藤 
福島市杉妻町２番１６号 福島県庁北庁舎１階 

TEL：(024)521-2814 FAX：(024)521-2870 

E-mail：itou_emi_02@pref.fukushima.lg.jp 

家庭教育に関するお問い合わせ先 

子育てについて学びたくても、仕事が忙しくて時間が取

れないと悩んでいる方は多いのではないでしょうか。子育

て中、またはこれから親になる皆様や管理職の皆様、みんな

で家庭教育について学んでみませんか。 

まずは県北教育事務所までお気軽にご相談ください。 
従業員の皆様が元気に働ける 

職場の環境づくりを！ 

 子どものしつけって 

どうしたらいいの？ 

これまでの「企業内推

進活動報告書」はこち

らからご覧ください。 

【県北の家庭教育応援企業／１９５社（R８.２現在）】 

※ 企業名が新しくなった場合などは御手数ですがご連絡いただけますとたいへんありがたいです。 

よろしくお願いいたします。 

※ 企業名については県北教育事務所HPをご覧ください。 

県北教育事務所→社会教育の部屋→私たち応援企業は家庭教育の充実に 

取り組んでいます！（右の二次元コードからも見ることができます） 

〇 家庭教育の啓発資料を企業等に提供します。 

〇 家庭教育の推進に関する各種取組を行う際に、担当職員が相談等に応じます。 

〇 従業員を対象として、家庭教育に関する学習会を開催する際に、講師を紹介できます。 


